








































































四無量心の「慈 ･ 悲 ･ 喜」の実践に悖るものであり、
執着を捨て苦楽に惑わされない第四の「捨」の精神の
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































18）同書同 1006a. 上巻 123 頁。
19）カント『純粋理性批判』B347f．
20）アリストテレス『形而上学』同 1024b. 上巻、210 頁。
21）山内得立著『ロゴスとレンマ』同岩波書店、昭和
49 年刊、43 頁。
22）カント『純粋理性批判』B686．「弁証論」の「付
録」に類種の問題が詳述されている。以下は要を
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取っている。
23）同書、B685.
24）同書、B682.
25）同書、B686f.
26）同書、B688.
27）同書、B675. 「理性の仮説的使用」とは帰納法に
相当し、理性はその場合、統制的に働いて、さま
ざまな法則を発見する機能を発揮する。
28）同書、B673.
29）同書、B691.
30）デカルトでは、その説明が心理学的に偏っている
という批判がある。我々もその立場はとらない。
31）デカルトの方法的懐疑も、龍樹とは違うが、徹底
的否定を遂行したものである。
32）ヘーゲルは定立と反定立の相克の中で一定の安定
を得る状態としてこの gleichglütig（無関心、ど
うでもよい）を位置づけた。
33）シェークスピア『マクベス』の冒頭に出てくる魔
女の台詞。
34）山内得立著『ロゴスとレンマ』では思考内容的に
は四句の順序を非有非無を先にし、亦有亦無を後
にしている。それも説得力のある説明だが、本文
のように考えれば、亦有亦無、非有非無と、伝統
的な並べ方にすることができよう。
一五
